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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端面に観察窓、照明窓及び処置具挿通チャンネル口が配置された内視鏡先端部に装着
される内視鏡用フードにおいて、
　上記内視鏡先端部の側面に嵌合する嵌合孔を有する環状の基部と、
　上記先端面の少なくとも観察窓及び照明窓を露出させるように、この観察窓及び照明窓
側の上記基部から前方の側壁はなくし、上記処置具挿通チャンネル口周辺の前方を塞ぐよ
うに、上記処置具挿通チャンネル口側の側壁を備えながら上記基部から前方へ突出して一
体成形されたブロック体からなり、処置具の外径以下の内径の通し孔を形成し、この通し
孔に通された処置具を固定する処置具固定部と、を設け、
　上記処置具固定部の突出方向の厚みを、処置具の半径方向の振れをなくす通し孔が形成
されるように、３～１０ｍｍとしたことを特徴とする内視鏡用フード。
【請求項２】
　上記基部及び処置具固定部を弾性部材で形成し、かつ上記通し孔を上記処置具の外径よ
りも小さい内径に設定し、上記処置具固定部の弾性力で処置具を固定することを特徴とす
る請求項１記載の内視鏡用フード。
【請求項３】
　上記処置具固定部には、上記通し孔側面から外側へ繋がる切り欠き部を設けたことを特
徴とする請求項１又は２記載の内視鏡用フード。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡用フード、特に内視鏡先端部に装着され、被観察体を観察しながら処置
具による処置を補助するためのフードの構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図７には、内視鏡先端部の構成が示されており、この図７の先端部１には、その先端面
に照明窓２、観察窓３が配置され、この照明窓２にライトガイド４、上記観察窓３に対物
光学系レンズ５が連結して設けられる。また、高周波メス６等の処置具を被観察体内へ導
くための処置具挿通チャンネル７が配置される。
【０００３】
　このような内視鏡によれば、ライトガイド４から供給される光を照明窓２から被観察体
へ照射し、この被観察体を観察窓３を介して対物光学系レンズ５で結像させることができ
、この像をＣＣＤ等の固体撮像素子で撮像することにより、被観察体の映像がモニタへ表
示される。そして、このモニタ上の映像を見ながら、処置具挿通チャンネル７から導出し
た例えば高周波メス６によって、患部の切開、切除等の処置、手術を行うようになってい
る。
【特許文献１】特開２００３－２０４９１９号公報
【特許文献２】特開２００５－２０４７８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の内視鏡では、処置具による処置、手術を行う際に、先端部１から
出した処置具が動いてしまい処置等を円滑に行うことができない場合があった。例えば、
高周波メス６を用いるとき、図７の先端部１を図の下方向へ引きながら、高周波メス６を
患部に当て又は近接させて切開、切除を行うことになるが、このときに、例えば鎖線で示
すように図の上方向へ高周波メス６の先端が動いたり、矢印で示すように軸線方向へ動い
たりしてしまい、切開、切除がスムーズに行えないことがある。
【０００５】
　一方、上記特許文献１の内視鏡用フードでは、フード本体の内面に、断面が円弧形状の
通路からなるガイド部を設け、このガイド部によって、高周波針状ナイフを処置具導出部
の中心軸線に対して斜め方向に摺動ガイドすることが開示されている。しかし、このよう
な構成のフードでも、処置具の動きを十分に抑制することができない。
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、処置具挿通チャンネル
から導出した処置具を動かないように固定状態とし、処置具による処置、手術を円滑に行
うことができる内視鏡用フードを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、先端面に観察窓、照明窓及び処置具挿
通チャンネル口が配置された内視鏡先端部に装着される内視鏡用フードにおいて、上記内
視鏡先端部の側面に嵌合する嵌合孔を有する環状の基部と、上記先端面の少なくとも観察
窓及び照明窓を露出させるように、この観察窓及び照明窓側の上記基部から前方の側壁は
なくし、上記処置具挿通チャンネル口周辺の前方を塞ぐように、上記処置具挿通チャンネ
ル口側の側壁を備えながら上記基部から前方へ突出して一体成形されたブロック体からな
り、処置具の外径以下の内径の通し孔（貫通孔）を形成し、この通し孔に通された処置具
を固定する処置具固定部と、を設け、上記処置具固定部の突出方向の厚みを、処置具の半
径方向の振れをなくす通し孔が形成されるように、３～１０ｍｍとしたことを特徴とする
。
　請求項２の発明は、上記基部及び処置具固定部を弾性部材で形成し、かつ上記通し孔を
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上記処置具の外径よりも小さい内径に設定し、上記処置具固定部の弾性力で処置具を固定
することを特徴とする。
　請求項３の発明は、上記処置具固定部には、上記通し孔側面から外側へ繋がる切り欠き
部を設けたことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の構成によれば、例えば弾性部材で形成された処置具固定部に、処置具外径より
も小さい内径の通し孔が形成されたフードとすることができる。このフードは、その基部
によって内視鏡先端部に取り付けられ、その処置具固定部の通し孔に処置具を押し込むよ
うにして通すことにより、通し孔が弾性的に拡張して処置具を固定状態にすることができ
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の内視鏡用フードによれば、処置具固定部により、処置具挿通チャンネルから導
出した高周波メス等の処置具を動かないように固定状態にすることができ、処置具による
切開、切除等の処置、手術を円滑に行うことができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１及び図２には、実施例に係る内視鏡用フードの構成、図３には、内視鏡先端部の構
成、図４乃至図６には、先端部にフードを取り付けた状態が示されており、まず内視鏡先
端部の構成から説明する。図３において、先端部１０の先端面（前面）１０Ａには、内部
の対物光学系に接続された観察窓１１、この観察窓１１の左右に配置され、内部のライト
ガイドに接続された２つの照射窓１２を有し、また上記観察窓１１へ向けて空気又は水を
噴射するための送気／送水ノズル１４、生理食塩水、薬液等を被観察体内へ供給するため
のウォータージェット口（噴射口）１５、処置具挿通チャンネル（導出）口（先端側鉗子
口）１６が設けられる。上記送気／送水ノズル１４には、内視鏡の内部に配設された送気
／送水管が接続され、上記ウォータージェット口１５には送水管が接続されており、また
上記処置具挿通チャンネル１６は、内視鏡操作部の処置具導入口（操作部側鉗子口）から
挿入した高周波ナイフ等の処置具を先端部前面１０Ａから被観察体内へ導出することがで
きる。
【００１１】
　図１において、フード１８は、合成樹脂材料（例えばシリコンゴム）から透明な弾性（
軟質）体として形成されており、このフード１８は、内部に上記先端部１０の側面に嵌合
する円形嵌合孔Ｋ１を有する環状の基部１９と、この基部１９に一体成形され、下側半分
程度の範囲で前方に突出する処置具固定部（突出ブロック部）２０とから構成される。即
ち、この処置具固定部２０は、図４に示されるように、観察窓１１と２つの照射窓１２を
露出し（前方を開放し）、処置具挿通チャンネル口１６の周辺を塞ぐように、基部１９の
下端から中央（嵌合孔Ｋ１の中心軸）付近まで張り出すように形成された厚肉体（ブロッ
ク体）であり、前後方向の厚みｄが５ｍｍ程度となっている。なお、この厚肉体の厚みｄ
は、処置部の観察のし易さ、処置具の安定した固定等を考慮して３ｍｍ～１０ｍｍ程度の
範囲で設定することが好ましい。
【００１２】
　そして、この処置具固定部２０には、上記処置具挿通チャンネル口１６から出される処
置具、例えば高周波メス６を通すための通し孔（貫通孔）Ｋ２が形成される。この通し孔
Ｋ２は、その内径（直径）ｒ１を例えば高周波メス６の外径（直径）ｒ２と同一か又は小
さい値に設定しており、例えば高周波メス６の外径は２．４ｍｍ程度であり、この場合の
通し孔Ｋ２の内径は、２．４ｍｍか、それ以下（２．３ｍｍ程度）に設定することになる
。これにより、通し孔Ｋ２に通した高周波メス６を処置具固定部２０の弾性力によってし
っかりと把持・固定することができる。
【００１３】
　また、図４，図５等に示されるように、上記処置具固定部２０では、処置具挿通チャン
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ネル口１６からウォータージェット口１５へ向かう方向でこのウォータージェット口１５
の前方を露出（開放）するように、通し孔Ｋ２から斜め上の外側へ繋がる切り欠き部２１
が設けられており、この切り欠き部２１によってウォータージェット口１５からの生理食
塩水等の良好な噴射を維持している。
【００１４】
　なお、実施例では、図１（Ａ），（Ｂ）、図６等に示されるように、上記通し孔Ｋ２の
後側の底面部から処置具固定部２０の下面へ向けて、この通し孔Ｋ２に連通する吸引口Ｋ

３が形成される。即ち、内視鏡では、処置具挿通チャンネル口１６から被観察体内の液体
等を吸引できるように構成されており、高周波メス６を取り付けた場合は、上記吸引口Ｋ

３から吸引ができるようになっている。
【００１５】
　このような実施例の構成によれば、図３の内視鏡先端部１０へフード基部１９の嵌合孔
Ｋ１を嵌合させることにより、図４及び図５のように、フード１８が先端部１０に装着さ
れる。なお、このフード１８と先端部１０との接続部にはテープ等を巻くことによって、
フード１８の脱落が確実に防止される。そして、このフード１８を装着した先端部１０が
被観察体内へ挿入された後、処置具挿通チャンネル口１６から導出した高周波メス６を処
置具固定部２０の通し孔Ｋ２へ押し込むことにより、図５のように、高周波メス６はその
先端側が所定長さ突出する状態でセットされる。即ち、処置具固定部２０の弾性力によっ
て通し孔Ｋ２が拡張することによって、この通し孔Ｋ２の内径と同一か又は大きい外径の
高周波メス６が挿入・配置される。
【００１６】
　このようにして配置された高周波メス６は、その外径以下の小さい内径の通し孔Ｋ２に
よってしっかりと把持され、固定状態とされるが、実施例では、処置具固定部２０の厚肉
部の厚みｄを３ｍｍ以上と比較的厚くしているので、高周波メス６の固定状態を確実なも
のにすることができる。
【００１７】
　図６には、高周波メス６を処置具固定部２０によりセットしたときの状態が示されてお
り、この図６と図７の比較からも分かるように、高周波メス６は処置具固定部２０によっ
て上下左右に動かない（振れたりしない）ようになり、また軸線方向にも動かないように
なる。また、処置具固定部２０を厚肉体に形成しているので、フード１８を弾性（軟質）
体で形成してもフード自体の変形によって高周波メス６が動いてしまうようなこともない
。更に、フード１８を透明な部材で形成することで、厚肉体を設けても処置部の観察を行
うことが可能となっている。従って、先端部１０を切開方向へ動かしても、高周波メス６
は動かずに安定した位置に維持され、切開、切除等を良好に行うことが可能となる。
【００１８】
　また、上記処置具固定部２０には、切り欠き部２１が設けられているので、ウォーター
ジェット口１５からの生理食塩水や薬液の供給・注入に支障を来たすこともない。
【００１９】
　上記実施例では、処置具固定部２０の材料として、弾性体を用いたが、この処置具固定
部２０を硬質の合成樹脂製とすることもでき、この場合は、通し孔Ｋ２の内径を処置具の
外径よりも大きくすることになる。これによれば、通し孔Ｋ２と処置具の間の僅かな隙間
（遊び）分を処置具が動くとしても、切開、切除等に支障になる動きを防止することがで
きる。
【００２０】
　また、実施例では、処置具挿通チャンネル口１６を含む半円の広い範囲に処置具固定部
２０を設けたが、この処置具固定部２０は、処置具挿通チャンネル口１６の近傍や厚肉体
の先端部近傍に限定してもよい。更に、ウォータージェット口１５が実施例の位置とは異
なる位置に配置された内視鏡も存在しており、その場合には、ウォータージェット口１５
のための切り欠き部２１を設ける必要はなく、このウォータージェット口１５の前方を避
ける位置に処置具固定部２０を設ければよいことになる。なお、上記切り欠き部２１と同
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て配置することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡用フードの構成を示し、図（Ａ）は正面（前面）図
、図（Ｂ）は側面図、図（Ｃ）は上面図である。
【図２】図１の内視鏡用フードの斜視図である。
【図３】実施例の内視鏡先端部の構成を示し、図（Ａ）は正面図、図（Ｂ）は側面図であ
る。
【図４】実施例のフードを先端部に取り付けたときの正面図である。
【図５】実施例のフードを先端部に取り付け、かつ処置具を配置したときの斜視図である
。
【図６】実施例のフードを先端部に取り付け、かつ処置具を配置したときの状態を示す断
面図である。
【図７】従来の内視鏡先端部の構成を示す図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１，１０…内視鏡先端部、　　　　１０Ａ…先端面、
　２，１２…照明窓、　　　　　　　３，１１…観察窓、
　１５…ウォータージェット口、　　１６…処置具挿通チャンネル口、
　１８…フード、　　　　　　　　　１９…基部、
　２０…処置具固定部、　　　　　　２１…切り欠き部、
　Ｋ１…嵌合孔、　　　　　　　　　Ｋ２…通し孔。

【図２】

【図４】

【図５】

【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：通过将内部治疗附件从内部治疗附件插入通道引导到固
定状态以防止内部治疗附件移动，使用内部治疗附件进行顺利治疗和操
作。 ŽSOLUTION：用于辅助治疗的内窥镜的罩18包括近端部分19和内
部治疗附件固定部分20.装配开口K 1 ，其装配在远端部分的侧表面周围
内窥镜10设置在近端部分19中。固定部分20与近端部分19一体地形成，
以封闭内部治疗附件插入通道开口16的周边前面的部分，同时至少一个
观察窗11和远端表面10A上的照明窗12暴露并具有用于插入内治疗配件
的插入开口K 2 。将诸如导热刀的内治疗配件插入插入开口K 2 中并固
定。固定部分20由诸如硅橡胶的弹性体形成，并且插入开口K 2 被设定
为具有等于或小于的内径r 1 。内治疗配件的外径。 Ž
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